
国語

＜課題の見られる内容や領域＞

＜課題の原因＞ ＜課題解決の方策＞

＜次年度の数値目標＞

①　読む
・情報量が多いと大事なことの取捨選択が難しい。・言葉からイメージや論の展開をつかむことが苦
手である。
②　書く
・語彙の不足もあり、考えたことを言語化する力が十分でない。・筋道を立てて文章を構成する力が
弱い。
③　言語事項
・字形を正しく捉えられていない。　・漢字に対する苦手意識が強い。

（１）児童を取り巻く環境
　テレビやインターネット等の普及により視
覚情報が多いので，文字のみの情報を処
理する機会が不足している。
　生活が利便化され，体験と共に獲得でき
ていた言語が減り，語彙が不足している。
核家族化など，多様な他者とのコミュニ
ケーションも不足している。
　以上から，分からないことでも考えようと
する耐性が弱い傾向にあると考えられる。
（２）授業の実態
　児童にとって学習する必要性のある授
業が十分に展開できていない。
　また，学習課題を解決するための方法
の指導が不十分であるため，児童が次に
使える力として身に付けるまでには至って
いない。例えば，作文を書かせてはいる
が，考えの整理や構成の仕方についての
指導が徹底できていない、などである。
「課題解決の方法」の指導を充実させ、自
分の考えを書き，伝える機会を増やす必
要がある。
　さらに、国語だけでなくあらゆる学習活動
において、既習の漢字を必ず使う姿勢を
身に付けさせる指導が十分でない。

（１）国語の授業改善
　①言語に関する知識の授業の充実
　　児童の漢字に対する興味関心が湧く，楽しい授業
　　を工夫する。
　②作文指導の改善
　　ただ文章を書かせるのではなく，考えの整理の仕
　　方や構成の仕方を教え，身に付けさせる。
　③一人一人に自分の考えをもたせる授業
　　一人一人が静かに考える時間を授業内に設定す
　　る。叙述から根拠を見出せるよう指導する。
（２）他教科も含めた学校生活における改善
　①日常的に書く経験を増やす
　　自分の考えを書く活動を充実させると共に，既習
　　漢字を確実に使うよう丁寧に指導をする。
　②言葉のみの情報を処理する機会を増やす
　　聴写による記録，絵を見せない絵本の読み聞か
　　せ等を取り入れ，言葉からイメージをつかませる。
　③言語環境を整える
　　読書の充実，言葉の時間の実施により児童が
　　様々な言葉に触れる機会を確保する。
（３）家庭学習の充実
　量ではなく質の向上を図る。見直す習慣を付けさせ，
家庭にも協力をお願いする。
（４）教師自身が、児童の憧れとなる言葉の担い手になる

＜国語の定着状況＞

 ・学年で実態が異なるが，「話す・聞く」「書く」の観点では，概ね良好だった。ただし，「書く」に関して
は，個人差が大きい。より個に応じた指導が必要である。
・「読む」「言語についての知識・理解」の観点では，全般に伸び悩んでいる様子が見られる。
・問題で問われていることに対して条件に合わせて正しく答えられていなかったり，初見の文章の構
造を捉えられていなかったりすることから，論理的思考力に課題があると考えられる。

・ベーシックドリルのまとめテストで，全員８割以上の定着を目指す。
・区の設定した各観点・各領域の目標値を上回る児童を８割以上にする。
・国語への関心・意欲・態度が前年度の数値を上回るようにする。

苦手意識 成功体験 


